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もういくつ寝るとお正月？（？ 額田幼稚園）
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市政だより 歴史民俗資料館だより
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拾遺古徳伝は、正安３（１３０１）年
に親鸞の曾孫覚如が寄稿し、法
然上人伝に親鸞の事跡を加え、
親鸞を宣揚する主旨に基づい
て制作されました。詞７３段、絵
７３段からなるもので、奥書に
『元亨三歳癸亥十一月十二日奉
図画之願主釈正空』とあり、元
亨３（１３２３）年に釈正空が願主
となり納めたものと知ること
ができます。門徒の要請によ
り複数制作･転写されました
が、覚如在世中の作で全９巻が
揃っているものは常福寺の絵
伝のみで、大変貴重なもので
す。右の聖徳太子絵傳と共に
上宮寺が賜ったものでしたが、
水戸藩初代藩主徳川頼房に献
納され、２代目藩主徳川光圀か
ら常福寺へ下賜されたものと
伝えられています。
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この絵傳は、聖徳太子の一代記で
す。入胎・誕生から上宮王家滅亡
に至るまでの重要な事柄を、詞書
と１４段の絵で表しています。修理
の際に発見された旧軸付の墨書
に、詞書は世尊寺定成卿、画は土
佐法眼光信によるもの、裏書に
『元亨元年三月十七日願主釈正空』
と書かれていたことなどが記して
あり、この絵傳は元亨元（１３２１）
年の制作と推定されます。上宮寺
１３世の住持が、石山の合戦の功に
よって本願寺１１世顕如上人から
賜ったものと伝えられています。
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法然上人が、 曲 ろく（僧侶が座
きょく

る椅子）にやや前かがみで座る
姿が描かれています。このよ
うに、椅子に座る上人を描いた
ものは大変珍しいものです。
柔和なまなざし、大きい鼻翼、
厚い唇など上人の特徴をよく
とらえており、鎌倉時代後期の
伝統的な絵仏師の作とされて
います。附紙に『光圀偶得黒谷
宮公大画肖像恭奉納　浄鑑院
云　元禄癸酉年』と記してあ
り、元禄６（１６９３）年に、光圀
が浄鑑院へ寄贈したことがわ
かります。
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所在地：常福寺／瓜連　
縦１４１．１cm　横７２．４cm

寛文７（１６６７）年、静神社本殿
を改築造営する際に、境内にあ
るヒノキの大木の根本を掘っ
たところ一つの 甕 が出土しま

かめ

した。甕には、沢山の炭の中
に『静神宮印』と彫られた古い
銅印が納められていました。
この一件を水戸藩２代目藩士
徳川光圀へ申し上げたところ
銅印発見を大変喜び、これを蜀
紅の錦の袋に入れ黒漆塗りの
箱（印笥）に金文字で発見当時
の事を記し、社宝として寄進し
ました。印文は楷書で、４文字
を２列に配し、平安時代の神社
印の秀作の一つとされます。
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所在地：静神社／静　
縦４．９１cm　横４．９４cm　高６．２１cm
（印笥）
縦６．８cm　横６．７cm　高６．２１cm

所在地：常福寺／瓜連
縦４１．５cm　横１，５２１～２，５７３cm

所在地：上宮寺／本米崎　
縦３７．８cm　長さ７３９．４cm

問い合わせ　�２９７－００８０


